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研究成果の概要（和文）：近年、反転授業への関心が高まっている。反転授業という概念は教育者の間で幅広く
認知されているが、大学の教授陣は自らの担当授業への導入に必ずしも積極的ではない。本研究では、いくつか
の授業で反転授業を実施し、学生のジェネリック・スキルと学習成果の向上が見られた。本研究が示すところに
よれば、質の高い予習動画を含め、反転授業の５つの要素を適切に運用することにより、学生の学びの向上がも
たらされる。

研究成果の概要（英文）：In recent years, increasing attention has been paid to flipped classroom. 
Although the concept of flipped classroom is widely accepted among educators, professors are 
generally reluctant to introduce flipped classroom into their courses. In this study, we tried 
flipped classroom in several courses, finding that student's generic skills and learning outcomes 
improved. These results suggest that properly aligning flipped classroom, including quality prep 
videos, may lead to higher student's performances.

研究分野：情報メディア
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様	 式	 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通）	

１．研究開始当初の背景 
 
	 学生が「何ができるようになるか」という
学習成果、ジェネリック・スキルの育成が大
学に寄せられた社会的要請である。従来型の
知識教授型教育ではその要請に応えること
はできず、学習型の教育手法が求められてい
る。本研究の主目的は、学生のジェネリッ
ク・スキル向上を目指し、「反転授業」を導
入することで教室内のアクティブラーニン
グをより有効かつ効果的にすることにある。	
	 反転授業とは、学習者が、事前に、自宅等
で予習動画を用いて内容を学習し、学校では
アクティビティを通じて発展的な学びを獲
得するものである。すなわち、「自宅＝授業、
学校＝宿題」のように、従来の学びとは逆転
していることから、「反転授業」と呼ばれて
いる。反転授業を導入することで、知識習得
の部分を家庭で実施できることから、授業内
では主体的に考え、活用する学び、すなわち、
アクティブラーニングに十分な時間を当て
ることができる。	
	 本研究は、大学の授業において、反転授業
を導入し、その効果と課題を明らかにする。	
	
２．研究の目的 
 
	 本研究では、反転授業のスキームを、１.
授業デザイン、２.教材開発、３.アクティブ
ラーニング、４.振り返り、５.評価の 5 つに
整理する。そして、それぞれの項目において、
どのような課題があるのか、授業実践のなか
から明らかにする。また、上記１から３を通
じて、一握りの教員だけではなく、幅広い種
類の授業、多様な専門分野の教員が「反転授
業」を実施できるようにすること、そして、
４から５を通じて、評価が難しいジェネリッ
ク・スキルの到達度を、ルーブリック等で測
定することを目的として掲げた。	
	 本研究では、複数の授業に反転授業を導入
し、上記５つの観点からの工夫を授業毎に行
なっている。このように複数の授業を比較し
ながら反転授業の教育手法を論じる研究は、
国内外にはないことから、本研究が、反転授
業を導入するための具体的な方策を与える
ことと思う。	
	
３．研究の方法 
 
	 本研究では、反転授業を筆者らが所属する
学部・大学院の授業において導入する。2014
年度から 2017 年度にかけて、多様な授業で
反転授業を導入したが、本論では、以下、３
つの授業に焦点を当て、報告する。	
	
・「アメリカ社会論」（2014 年度・２年配当・
27 名受講）	
	 建国以来のアメリカ史を振り返りながら
諸問題について学ぶ授業である。その内、
２回の授業で、学生自身がテーマ設定した

プレゼンテーションを行った。また、ルー
ブリックを提示し、自己評価、他者評価を
行わせた。	
・「国際情報概論」（2015 年度・１年・195 名
受講）	
	 １年生の必修授業であり、「現代社会と女
性」のテーマのもと、３名の教員が担当す
る。受講生は、全体で 195 名いるが、３ク
ラス開講のオムニバス授業であり、１クラ
スは 65 名程度である。e-Learning システム
として、manaba（朝日ネット）を活用して
おり、受講生はノートパソコンを持参して
教室内外で活用している。反転授業は、２
回の授業で導入し、事前に提出した小課題
に基づき、授業時にグループワークを実施
した。	
・「情報社会論特殊講義 V（2）」（2017 年度・
大学院・４名受講）	
	 大学院文学研究科の授業である。情報社
会論を学ぶと同時に、アカデミック・ライ
ティングのスキルを習得する。教室内外で
の学び合いを活発化させるため、コミュニ
ケーションツール LINE を導入した。反転授
業は、７回の授業で導入し、事前に提出し
た小課題に基づき、ペアワークを実施した。	
	
４．研究成果	
	
	 本論では、反転授業の効果と課題を具体的
に検証するため、「目的」に掲げた５つの項
目に従い、整理する。	
	
(1)	授業デザイン	
	 本研究における反転授業は、e-Learning シ
ステムやコミュニケーションツールとの組
み合わせのなかで実施した。e-Learning シス
テムは、有償・無償に関わらず、数多く出て
いるが、筆者らが所属する大学では、manaba
を導入していることから、ここでは、manaba
を例に述べる。また、今回は、コミュニケー
ションツールとして、LINE を選択した。LINE
は、90%以上の大学生が日常的に活用してい
る身近なツールであることと、パソコンとス
マートフォンの双方で利便性が高いインタ
ーフェースデザインになっているからであ
る。	
	
①	 e-Learning システム（manaba）	
	 manaba は、レポート相互閲覧、教材配布、
小テスト、評価・採点、掲示板等の機能を持
った学習支援システムである。筆者らが所属
する大学では、すでに、多くの授業で教材配
布やレポート提出を manaba を通じて行なっ
ている。	
	「国際情報概論」では、２回の授業の中で、
反転授業を導入した。manaba で予習動画を提
示し、予習動画に基づく小課題を毎回提出さ
せ、授業時のアクティビティに備えさせた。
このように、「自宅＝授業」を学習者に意識
させることにより、授業時のアクティビティ



を活発に円滑に進めることができた。	
	 また、「国際情報概論」は、ノートパソコ
ンを 1人 1 台、持参していることから、グル
ープメンバーがどのような意見を持ってい
るのかを、manaba を通じて、自宅だけではな
く、授業時においても、共有することができ
た。このような、教材提示、小課題提出と相
互閲覧等を統合的に行うことができるシス
テムは、授業でのアクティビティを強力に支
援することができる。学習者の授業後のアン
ケート調査によると、「先に予習しておくと
少し知識が入っているので、授業が意欲的に
なる。」、「事前に内容を知ることができた。
その内容の結果が早く知りたくて授業に興
味がもてた。」（自由記述）等の肯定的な意見
が多くみられ、意欲的に学びに取り組んでい
ることが明らかになった。	
	
②	 コミュニケーションツール（LINE）	
	 「情報社会論特殊講義 V（2）」では、授業
外時間での学びをより活発化させるために
コミュニケーションツールである LINE を利
用した。LINE の主な機能は、トークとよばれ
る会話機能や書類の添付であり、manaba と比
較するとシンプルな機能に限られている。し
かし、本授業の目的は、教室内外においてペ
アワークを活発に行うことであり、課題を添
削し合い、相互評価することにあることから、
日常的にコミュニケーションできるツール
を選択した。	
	 LINE を活用する状況を観察していると、絵
文字やスタンプが多用され、リラックスした
雰囲気でトークが行われていた。そのため、
思いつきや小さな疑問でも気軽に発言でき、
それに対して、学生同士で回答し合ったり、
参考資料を投稿し合ったりする場面も見受
けられた。	
	 LINE の利用について尋ねたところ、「普段
利用するアプリのため、すぐに確認すること
ができて良かった。」、「今回は２人で１チー
ム組んで進めていったため、１人では流して
しまいそうな違和感のある言い回しや、段落
や文章のつながりを指摘し合うことができ
た。」（自由記述）との意見があった。	
	
	 このように、本研究では、e-Learning シス
テムとコミュニケーションに注視した２種
類のツールを活用した。前者は自宅の学びと
授業のアクティビティを統合的にマネージ
する、後者は学生同士のコミュニケーション
を中心とした学び合いを促進させる際に有
効であることがわかった。	
	
(2)	教材開発	
	 反転授業を導入した実践研究は、すでに、
国内外で多く見られる。高い学習効果も報告
されているが、同時に、多くの課題も指摘さ
れている。反転授業の課題の中で、特に指摘
が多いのが、①予習動画の閲覧率向上と②教
材デザインの検討であろう。	

	
①予習動画の閲覧率向上	
	 反転授業では、授業前に提示された予習動
画を閲覧し、自宅で学んでくることが前提と
なっている。予習をすることなくアクティブ
ラーニングを実施しても、知識を伴わないこ
とから、効果的な学びが起きることは考え難
い。そこで、閲覧率を上昇させる工夫が必須
となってくる。「国際情報概論」では、小課
題の提示と動画のセクション分けの 2つの試
みを行なった。	
	
・小課題の提示	
	 本研究では、予習動画の中に、動画の内容
に基づく小課題を提示し、授業前までに、
manaba に提出させた。また、小課題で考えた
内容は、授業時における議論の準備となるこ
とから、考えだけではなく疑問点も含めた内
容を提出するように促した。	
・動画のセクション分け	
	 1 本が長い予習動画については、４分程度
のセクションに分割した。セクションに分け
た理由は、学生が集中して閲覧する、また、
繰り返しわからないところを閲覧できるよ
うにするためである。	
	
	 上記２点を導入した結果、「国際情報概論」
での閲覧率は、98.7%と高い結果になった。
また、予習動画の長さについて尋ねたところ、
78%が「ちょうど良かった」と回答している。	
	 さらに、予習動画を閲覧することによる学
習効果もアンケート調査によって明らかに
なった。「事前に予習動画を見る事で授業に
やる気がもてましたか。」と尋ねたところ、
５段階評価で、4.06 という結果となり、「予
習で動画を何回も見ているので、授業のとき
は頭に入りやすかった。」、「動画で見た内容
についてもっと知りたいと思うようになっ
た。」、「どんどん新しい知識を学んでいける
のが面白かったからです。」（自由記述）とい
う意見が聞かれた。このように、閲覧率を上
げることで、学びへの意欲が高まり、授業へ
の満足度も高まることがわかった。	
	
②教材デザインの検討	
	 本研究で制作した予習動画は、PowerPoint
のスライドに音声を録音したものである。教
材制作には、「Camtasia」を利用し、録音し
たナレーションを挿入して制作した。また、
制作した予習動画は、YouTube にアップロー
ドし、学生には、manaba や LINE を通じて、
YouTube のリンクを提示した。	
	 教材デザインを行うにあたり、考慮した事
項が以下の点である。	
	 ・文字の見やすさ	
	 ・まとめのスライド	
	 ・ナレーションの声	
	 「文字の見やすさ」についてだが、「国際
情報概論」で７％、「情報社会論特殊講義 V
（2）」で 100%の学生が、スマートフォンで予



習動画を閲覧している。そのため、小さな画
面でも内容が分かるよう大きな文字を使う
配慮が必要である。	
	 「まとめのスライド」についてだが、「情
報社会論特殊講義 V（2）」のアンケートでは、
「重要な箇所は適宜スクリーンショットを
とっておいて見返した。」という意見が多く
みられた。そこで、予習動画には、キーワー
ドを文字で提示したり、まとめを図示したり
する等、学生がスクリーンショットをとって
も伝わるようなスライドを単元毎に作ると
良いことがわかった。	
	 「ナレーションの声」についてだが、音声
合成ソフト（音声読み上げソフト）によるナ
レーションと教員の肉声の 2種類の予習動画
を制作し、比較した。アンケートによると、
担当教員の方が良いと回答したものが 50%、
音声合成版の方が良いと回答したものが 12%
という結果になった。「先生の声の方が集中
してできた。」、「先生の声だったので余計に
がんばれました。」との意見もあり、担当教
員の声の方が有効であることがわかった。	
	
	 以上、2 点から教材開発について整理した。
これらの工夫を施すことにより、学生の予習
動画閲覧率向上と予習効果が期待される。	
	
(3)	アクティブラーニング	
	 本研究で実施したアクティブラーニング
の多くは、ペアワーク、もしくは、グループ
ワークであった。学習者同士が学び合うこと
で、多くの気づきをもたらすことができた。
「国際情報概論」の授業後アンケートにおい
て、グループアクティビティによる理解の深
まりについて尋ねたところ、５段階評価で
4.16 という高い評価を得ることができた。自
由記述では、「複数人で話すことで新たな発
見ができ、自分の視野を広げるのにとても役
に立った。」、「周囲の友達と協力して行うこ
とで自分一人でやるよりも頑張ろうと思え
ました。」等の肯定的な意見を得ることがで
きた。	
	 しかし、一方で、「やる気のない人がいる
とそれはそれで進まなくなってしまうので
困る。」、「一定の人しか意見を言わなかった
ので、個人で行うこととあまり大差は無かっ
たように感じられました。」という意見もあ
った。「情報社会論特殊講義 V（2）」の授業に
おいても「相手の文章を直してそれがそのま
ま受け入れられてしまうなど、本来の意味で
のペアでの共同作業、ディスカッションの達
成ができたかは疑問が残る。」という課題が
あげられた。	
	 授業を観察していると、学生同士で添削を
したり、異なる意見を整理し、グループの意
見としてまとめる活動に不慣れな学生も 1か
ら 2 割程度みられた。今後は、発言していな
い学生に発言を促したり、疑問や意見がある
場合はきちんと発言できるように指導する
必要がある。	

	
(4)	振り返り	
	 予習動画で得た知識がどのように発展す
るのか、アクティブラーニングがどのような
目的で実施されるのか、今までの学びを統合
するとどのような新しい知見が生まれるの
か、授業全体の目的とゴールを受講生に示す
ことは極めて重要である。なぜなら、目的が
明確ではない状態でのアクティブラーニン
グは、「単なるおしゃべりの場」になる可能
性が高いからである。そこで、「情報社会論
特殊講義 V（2）」では、授業の全体像と学び
のプロセスを LINE 上で可視化し、学生に提
示した。	
	 具体的には、ノート機能を用いて、【教材】
予習動画へのリンク（YouTube）、【目標】課
題の目標、【ポイント】予習動画のポイント、
【宿題】授業外時間を利用した小課題と提出
方法、の４項目を、提示した。学生は、毎回、
この指示に従い、期日までに予習動画を閲覧
し、小課題を LINE に提出する。	
	 このように、単元毎に学びをまとめること
により、学生は、過去に学んだことを適宜振
り返りながら、新しい単元に進むことができ
た。この効果は、学生の「一つひとつ細かく
考えながら学習を進めることができた。」（自
由記述）という感想からもわかる。	
	
(5)	評価	
	 本研究では、レポートやプレゼンテーショ
ンの評価をするために、「ルーブリック」を
作成し、学生に提示した。昨今、ルーブリッ
クには、評価項目がシンプルなものから詳細
なもの、また、レベルが 3段階から 6 段階程
度まで、様々な形式がある。本論では、「ア
メリカ社会論」と「情報社会論特殊講義 V（2）」
で提示したルーブリックの形式について述
べる。さらに、本研究では、ルーブリックを
自己評価、他者評価の双方で活用しているが、
評価の結果から得られた知見についても述
べる。	
	
①ルーブリックの形式	
	 「アメリカ社会論」では、プレゼンテーシ
ョンを評価するルーブリックを作成した。具
体的には、「投影資料のクオリティ」、「発表
者のパフォーマンス」、「テーマ設定（問い＋
答え）のクオリティ」の３項目を５段階で評
価させるものである。極めてシンプルにした
のは、学生がルーブリック評価に不慣れなた
め、また、受講生全員の評価を短時間で実施
しなければならないためである。しかし、実
際には、このルーブリックだけでは不十分で
あったため、教員用として別に詳細な評価シ
ートを用意した。	
	 「情報社会論特殊講義 V（2）」では、アカ
デミック・ライティングを評価するルーブリ
ックを作成した。具体的には、「リサーチク
エスチョンの立て方」、「構成」、「結論」、「文
法・語彙」の４項目を５レベルで評価する指



標となっている。こちらは、学生、教員が同
じルーブリックを用いて評価した。	
	 「情報社会論特殊講義 V（2）」において、
ルーブリックを活用した授業について尋ね
たところ、５段階評価で平均 4.25 という結
果になった。自由記述には、「それぞれの評
価項目の文言から、自分たちの文章を客観的
に見れた」、「自分の作成する文章をどのよう
な観点から直せばよいのか省みるきっかけ
となった。」との肯定的な意見が述べられて
いた。このように、ルーブリックを活用する
ことで、主体的に学びを深めることができた。	
	 さらに、授業時での活用方法に基づき、ル
ーブリックをデザインすることで、学生がル
ーブリック評価を負担なく取り込める姿を
みることができた。	
	
②ルーブリック評価結果	
	 「アメリカ社会論」において、学生が受講
生のプレゼンテーションを、ルーブリックを
用いて、５段階評価した。学生が評価した結
果を分析すると、他者評価の全体平均は 3.52、
自己評価の平均は 3.06 であった。すなわち、
他者評価はより甘く、自己評価はより厳しい
という傾向がみられたのである。今後、自己
評価を行う際は、この点も留意しなければな
らないことがわかった。	
	
	 本研究では、2014 年度から 2017 年度にか
けて、複数の授業で反転授業を導入した。今
回は、３つの授業に焦点を当て、「１.授業デ
ザイン、２.教材開発、３.アクティブラーニ
ング、４.振り返り、５.評価」の５つの観点
から、学習効果と課題をまとめた。	
	 「反転授業」の定義は、「自宅＝授業、学
校＝宿題」というシンプルなものである。ど
のような e-Learning 環境を利用するのか、
予習動画の長さやデザインはどのようにす
るのか、また、アクティビティをどのように
活性化させるのか、そして、ルーブリック等
を用いた評価をどのようにするかは、授業毎
によって異なってくる。このような様々な授
業で反転授業を導入し、比較した研究は他に
ない。今後も、様々な授業に反転授業を導入
し、課題と教育効果について分析・検討を重
ねていきたい。	
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